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は
じ
め
に

　

徐
霞
客
は
遊
記
の
他
に
、
何
篇
か
の
散
文
作
品
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
ひ

と
つ
に
「
溯
江
紀
源
」
が
あ
る
。
内
容
の
詳
細
は
、
後
の
訳
注
に
譲
る
が
、
長

江
を
溯
っ
て
そ
の
江
源
を
探
索
し
た
成
果
を
踏
ま
え
て
、
黄
河
と
長
江
と
い
う

二
大
河
川
の
全
体
像
と
優
劣
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
風
水
説
と
も
通
じ

る
「
三
大
龍
脈
」
に
つ
い
て
も
論
ず
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
こ
の
「
溯
江
紀
源
」
に
つ
い
て
簡
単
な
書
誌
的
な
検
討
を
加
え
た

上
で
、
そ
の
訳
注
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
溯
江
紀
源
」
に
つ
い
て
基
礎
的
な
検
討
を
加
え
、
そ
の
後
に
訳
注
を

施
す（
１
）。
そ
の
後
に
本
篇
を
理
解
す
る
前
提
と
な
る
知
識
と
し
て
、
黄
河
の
河

道
の
変
遷
に
つ
い
て
「
補
説
そ
の
一
」
と
し
て
ま
と
め
、
さ
ら
に
徐
霞
客
に
先

行
し
て
「
龍
脈
」
に
言
及
し
た
、
王
士
性
の
「
地
脉
」
の
一
文
の
訳
注
を
「
補

説
そ
の
二
」
と
し
て
掲
げ
た
。

一
　「
溯
江
紀
源
」
に
つ
い
て

　
「
溯
江
紀
源
」
の
撰
述
年
次
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
徐
霞
客
の
二
つ
の
伝
記

で
は
、
こ
の
書
が
西
南
遊
終
わ
り
頃
以
降
の
も
の
だ
と
い
う
。

　

陳
函
輝
の
「
霞
客
徐
先
生
墓
志
銘
」（
以
下
「
墓
志
銘
）（２
）で
は
、
霞
客
が
西

南
遊
の
期
間
中
、峨
眉
山
の
手
前
か
ら
彼
に
手
紙
を
よ
こ
し
た
と
し
、そ
の
折
り
、

銭
謙
益
へ
も
書
を
託
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
内
容
と
し
て
「
溯
江
紀
源
」

と
同
じ
文
章
を
二
節
引
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
か
く
し
て
「
溯
江
紀
源
一
篇
を

著
し
た
」
と
す
る
。
ま
た
銭
謙
益
の
「
徐
霞
客
伝
」（３
）で
は
、
や
は
り
峨
眉
山

下
か
ら
「
溯
江
紀
源
一
篇
」
を
銭
に
送
っ
て
き
た
と
し
て
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。

こ
の
二
つ
の
伝
記
は
、
内
容
的
に
い
さ
さ
か
信
頼
性
に
欠
く
と
こ
ろ
が
な
い
で

は
な
い
が
、
徐
霞
客
に
非
常
に
近
し
い
人
に
よ
っ
て
、
没
後
す
ぐ
に
書
か
れ
た

の
も
の
と
し
て
、
や
は
り
貴
重
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
形
の
「
溯
江
紀
源
」
と
な

っ
た
の
は
、
江
陰
帰
郷
後
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、「
溯
江
紀
源
」

の
内
容
を
ほ
ぼ
備
え
た
も
の
が
西
南
遊
の
終
わ
り
に
は
で
き
て
お
り
、
そ
れ
を

銭
謙
益
等
に
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
「
溯
江
紀
源
」
は
、
崇
禎
十
三
年
（
一
六
四
○
）
に
刊
行
さ
れ
た
「〔
崇

禎
〕
江
陰
県
志
」
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
は
完
成
し
て
い
た
こ
と

徐
霞
客
遊
記
訳
注
稿
　
散
文
篇
（
一
）

─
「
溯
江
紀
源
」
─

薄
　
井
　
俊
　
二
　
　
埼
玉
大
学
教
育
学
部
言
語
文
化
講
座
国
語
分
野

キ
ー
ワ
ー
ド
：
徐
霞
客
遊
記
、
溯
江
紀
源
、
江
源
、
龍
脈
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に
な
る
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
、「
溯
江
紀
源
」
は
、
徐
霞
客
の
西
南
遊
の
終
わ
り
頃
の
、

崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九
）
か
ら
翌
十
三
年
く
ら
い
に
か
け
て
撰
述
さ
れ
た
も

の
と
判
断
さ
れ
る
。

　
「
溯
江
紀
源
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
崇
禎
十
三
年
刊
行
の
「〔
崇
禎
〕
江
陰
県
志
」

所
収
の
も
の
が
、
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の
と
な
る（
４
）。
自

注
を
含
ん
で
約
一
三
○
○
字
あ
ま
り
の
小
篇
で
あ
る
。
そ
の
翌
年
の
同
十
四
年

（
一
六
四
一
）
に
徐
霞
客
が
逝
去
。
さ
ら
に
そ
の
翌
年
の
同
十
五
年
に
埋
葬
さ
れ

る
が
、
そ
の
折
り
に
書
か
れ
た
陳
函
輝
の
「
墓
志
銘
」
に
、「
溯
江
紀
源
」
へ
の

言
及
と
引
用
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
翌
年
の
同
十
六
年
に
銭
謙
益
の
初
め
の
文

集
で
あ
る
「
牧
齋
初
學
集
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
徐
霞
客
伝
」

を
収
録
す
る
。
こ
の
伝
記
の
中
で
も
、「
溯
江
紀
源
」
へ
の
言
及
と
内
容
の
概
要

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
翌
年
の
同
十
七
年
に
明
朝
は
瓦
解
す
る
。

　
「
徐
霞
客
遊
記
」
の
刊
本
が
初
め
て
刊
行
さ
れ
る
の
は
清
朝
に
入
っ
て
か
ら
で

あ
る
（
乾
隆
刊
本
）。
乾
隆
四
十
一
年
（
一
七
七
六
）
の
こ
と
で
、
徐
霞
客
没
後
、

一
三
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
刊
本
に
は
「
江
源
考
」
と
い
う
別

名
で
「
溯
江
紀
源
」
が
附
載
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
、「〔
崇
禎
〕
江
陰
県
志
」

所
収
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
乾
隆
期
の
刊
行
に
至
る
間
は
抄
本
と
い
う

形
で
「
徐
霞
客
遊
記
」
は
伝
え
ら
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
ら
に
も
「
溯
江
紀
源
」

が
附
載
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、「〔
崇
禎
〕江
陰
県
志
」

所
収
の
も
の
と
乾
隆
刊
本
の
も
の
と
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
文
を

ほ
ぼ
留
め
た
形
で
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
　
溯
江
紀
源
訳
注
（
稿
）

　

凡
例

・「〔
崇
禎
〕
江
陰
県
志
」
所
収
の
も
の
を
底
本
と
し
た
（「
崇
禎
本
県
志
」
と
略
）。

・
崇
禎
本
県
志
は
、
影
印
版
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
最

も
綴
じ
代
に
近
い
一
部
が
欠
け
て
い
る
。

・
前
記
の
欠
損
部
分
も
含
め
て
、
以
下
の
二
点
を
校
勘
の
材
料
と
し
た
。

「
徐
霞
客
遊
記
」
所
収
。
褚
紹
唐
呉
王
寿
整
理
、
一
九
八
○
刊
、
上
海
古
籍
出
版

社
本
（「
上
海
本
遊
記
」
と
略
）。

「〔
光
緒
〕
江
陰
県
志
」
所
収
。
光
緒
四
年
（
一
八
七
八
）
刊
（「
光
緒
本
県
志
」

と
略
）。「
芸
文
・
雑
著
」
に
本
文
と
自
注
の
一
部
を
収
録
。

・
徐
霞
客
の
自
注
は
〔　

〕
で
示
し
た
。

・原
文
に
は
な
い
が
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
補
っ
た
も
の
を（　

）で
示
し
た
。

・「
崇
禎
本
県
志
」
で
は
、
巻
一
山
川
「
大
川
」
の
項
の
末
尾
に
「
溯
江
紀
源
」

を
掲
載
す
る
が
、
本
文
の
前
に
馮
士
仁
の
序
文
が
あ
り
、
本
文
の
後
に
跋
文
が

あ
る
。
こ
の
跋
文
は
無
署
名
だ
が
、
文
意
か
ら
し
て
馮
士
仁
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
を
「
跋
文
そ
の
一
」
と
し
た
。

・「
徐
霞
客
遊
記
」
所
収
の
方
は
、
本
文
の
前
に
「
馮
士
仁
曰
」
の
四
文
字
に
続

け
て
序
文
が
続
き
、
本
文
の
後
に
陳
体
静
の
跋
文
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
跋
文
そ

の
二
」
と
し
た
。

・
本
訳
注
で
は
、
崇
禎
本
県
志
の
体
裁
に
倣
い
、
馮
士
仁
の
序
文
、
本
文
、
跋

文
そ
の
一
を
載
せ
、
更
に
そ
の
後
に
跋
文
そ
の
二
を
載
せ
た
。

・
本
文
は
、
内
容
か
ら
九
節
に
分
け
た
。

・
解
読
に
は
、
次
の
諸
書
を
参
照
し
た
。

　

廬
永
康
・
禹
志
雲
校
注
『
徐
霞
客
散
文
校
注
』
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
九
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七
（「
散
文
校
注
」
と
略
）

　

黄
珅
注
訳
『
新
訳
徐
霞
客
遊
記
』
三
民
書
局
、
二
○
○
二
（「
新
訳
」
と
略
）

（
一
）
題
目

溯
江
紀
源

●
校
勘
記

［
溯
江
紀
源
］
…
上
海
本
遊
記
で
は
、
続
け
て
〔
一
作
「
江
源
考
」〕
を
載
せ
る
。

（
二
）
序
文
（
馮
士
仁
）

　

長
江
の
河
源
を
論
ず
る
も
の
は
、
長
ら
く
『
禹
貢
』
の
「
岷
山
か
ら
長
江
を

導
び
い
た
」
の
説
を
踏
襲
し
て
き
た
。
江
陰
の
近
く
に
住
む
、
徐
弘
祖
（
字
は

霞
客
）
は
、
若
い
頃
か
ら
遠
い
地
を
遊
覧
す
る
の
を
好
み
、
長
江
の
河
源
を
考

究
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
そ
し
て
崇
禎
九
年
（
一
六
三
六
）
夏
、
家
を
辞
し

て
遠
い
流
砂
の
地
へ
と
出
か
け
、
同
十
三
年
（
一
六
四
○
）
秋
に
至
り
故
郷
へ

帰
っ
て
き
た
。
そ
の
旅
程
は
十
万
里
に
及
び
、
日
程
は
四
年
間
に
及
ん
だ
。
そ

こ
で
実
地
調
査
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
自
身
が
足
を
運
び
、
目
で
見

る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
も
ご
も
補
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、ま
っ
た
く
桑
乾
の「
水
経
」

と
、
酈
道
元
の
「
水
経
注
」
の
書
き
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
補
う
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
こ
江
陰
の
地
は
、
長
江
の
末
端
に
当
た
る
。
私
は
県
志
の
山
川
の
部

を
著
述
し
て
い
た
の
だ
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
こ
へ
徐
霞
客
先
生
が
帰
っ
て
こ
ら
れ
、

「
溯
江
紀
源
」
の
一
書
を
書
か
れ
た
。
そ
こ
で
、
江
陰
県
志
に
こ
れ
を
附
載
し
刻

入
す
る
こ
と
と
す
る
。

●
語
注

○
馮
士
仁
…
生
没
年
不
詳
。「〔
崇
禎
〕
江
陰
県
志
」
に
は
「
馮
士
仁
、
愚
允
、

梁
山
人
、
進
士
、
七
年
任
」
と
あ
り
、
崇
禎
十
三
年
（
一
六
三
八
）
ま
で
七
年

間
江
陰
知
県
を
つ
と
め
た
ら
し
い
。
出
身
地
の
梁
山
と
は
、
四
川
夔
州
府
梁
山

県
（
今
の
梁
平
県
）。
光
緒
二
十
年
（
一
八
九
四
）
刊
「
梁
山
県
志
」
に
は
、
馮

士
仁
の
名
が
、
庚
午
科（
崇
禎
三
年
、
一
六
三
○
）の
挙
人
、
甲
戌
科（
同
七
年
、

一
六
三
四
）
の
進
士
と
し
て
見
え
、
吏
部
文
選
司
郎
中
に
な
っ
た
と
あ
る
。
ま

た
「〔
崇
禎
〕
江
陰
県
志
」
巻
首
の
纂
修
姓
氏
の
中
に
、「
纂
定
」
と
し
て
「
陞

兵
部
職
方
司
主
事
江
陰
知
県
馮
士
仁
」
と
あ
れ
ば
、
江
陰
県
知
県
の
の
ち
「
陞

兵
部
職
方
司
主
事
」
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
以
外
の
経
歴
は
不
詳
。

（
三
）
本
文

　

第
一
節　

二
大
河
川
の
優
劣

　

長
江
と
黄
河
は
中
国
の
南
北
に
あ
る
二
大
主
幹
河
川
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ

の
二
つ
の
大
河
だ
け
が
大
海
に
直
接
注
ぐ
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。
私
の
出
身
地

で
あ
る
江
陰
県
は
、
ち
ょ
う
ど
長
江
が
海
に
注
ぐ
要
衝
の
地
に
あ
た
り
、
県
名

も
長
江
に
ち
な
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
長
江
の
勢
い
が
こ
の
地
で
浩
大
と

な
り
、
さ
ら
に
こ
の
地
で
尽
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
地
で
生
育
す
る
者
は
、
大
洋
を
眺
め
て
長
江
に
浮
か
ぶ
が
、
長
江
の
広

大
さ
は
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
の
流
れ
の
遠
さ
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
長
江
の

流
れ
を
溯
り
、
淵
源
を
究
め
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
長
江
の
流
れ
の
遠
さ
は
理

解
し
て
い
る
が
、
そ
の
淵
源
は
四
川
省
の
岷
山
か
ら
発
し
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
に
留
ま
る
。

　

私
が
幼
い
こ
ろ
か
ら
典
籍
を
読
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
は
、「
黄
河
は
積
石
山
か

ら
中
国
に
流
れ
込
ん
で
い
る
」（「
尚
書
」
禹
貢
）
と
あ
っ
た
。
そ
の
源
を
遡
及
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し
よ
う
と
し
た
も
の
に
は
、
前
漢
の
張
騫
や
元
の
都
実
が
い
た
。
彼
ら
の
言
葉

は
同
じ
で
は
な
い
が
、
だ
れ
も
が
「（
河
源
は
）
崑
崙
山
の
北
に
あ
る
」
と
い
う
。

そ
の
場
所
を
考
え
て
み
る
と
、
岷
山
の
西
北
、
一
万
里
あ
ま
り
と
な
る
。
ど
う

し
て
長
江
の
淵
源
が
近
く
に
あ
っ
て
、
黄
河
の
淵
源
が
遠
く
に
あ
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
か
。
ど
う
し
て
黄
河
の
大
き
さ
（
長
さ
）
が
長
江
の
倍
あ
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
か
。

　

黄
河
は
、
淮
河
を
越
え
、
卞
河
の
古
道
を
通
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
来
て
、
そ
こ

で
や
っ
と
川
幅
は
帯
程
度
と
な
る
の
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
広
さ

は
長
江
の
三
分
の
一
も
な
い
。（
こ
の
よ
う
な
黄
河
の
あ
り
さ
ま
か
ら
す
れ
ば
）

長
江
の
大
な
る
こ
と
、
そ
こ
に
流
れ
込
む
支
流
で
す
ら
、
黄
河
に
お
よ
ば
な
い

こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
い
や
黄
河
に
勝
る
も
の
で
あ
る
。

　

関
中
な
ど
の
黄
河
が
流
れ
る
中
国
北
部
か
ら
、
五
嶺
な
ど
の
横
た
わ
る
中
国

の
南
部
ま
で
、
そ
し
て
石
門
や
金
沙
と
い
っ
た
中
国
西
部
ま
で
、
つ
ま
り
中
国

全
土
を
全
て
視
野
に
入
れ
て
初
め
て
以
下
の
事
が
分
か
る
の
だ
。
中
国
に
お
い

て
、
黄
河
に
注
ぐ
河
川
は
、
省
と
し
て
は
五
つ
〔
陝
西
・
山
西
・
河
南
・
山
東
・

南
直
隸
〕
で
あ
る
こ
と
。
長
江
に
注
ぐ
河
川
は
、
省
と
し
て
は
十
一
〔
西
北
部

は
陝
西
か
ら
、
四
川
・
河
南
・
湖
広
・
南
直
隷
で
あ
り
、
西
南
部
は
雲
南
か
ら
、

貴
州
・
広
西
・
広
東
・
福
建
・
浙
江
で
あ
る
〕
で
あ
る
こ
と
。（
長
江
が
流
れ
る

省
の
数
は
、
黄
河
に
倍
す
る
、
す
な
わ
ち
流
域
面
積
が
倍
あ
り
）、
そ
れ
ぞ
れ
の

川
か
ら
分
か
れ
た
り
流
れ
込
ん
だ
り
す
る
小
河
川
の
水
量
を
考
え
て
み
る
と
、

長
江
は
黄
河
の
倍
あ
る
こ
と
に
な
る
。
長
江
が
黄
河
よ
り
大
で
あ
る
こ
と
、
ま

こ
と
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

●
語
注

○
張
騫
…
原
文
は
「
博
望
侯
」。
将
軍
張
騫
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
開
い
た
（
削
空
）

功
績
に
よ
り
、
博
望
侯
に
封
じ
ら
れ
た
。「
漢
書
」
巻
六
一
本
伝
。　

○
都
実
…

元
の
至
元
十
七
年
（
一
二
八
○
）、
世
祖
忽
必
烈
の
命
を
受
け
、
招
討
使
と
な
っ

て
、
黄
金
の
虎
符
を
帯
び
て
、
河
源
を
探
求
し
た
。「
元
史
」
地
理
志
に
「
至
元

十
七
年
、
命
都
實
爲
招
討
使
、
佩
金
虎
符
、
往
求
河
源
」
と
あ
る
。　

○
黄
河

は
…
明
代
の
黄
河
の
あ
り
さ
ま
に
つ
い
て
は
、「
補
説
そ
の
一
」
参
照
。　

○
五

嶺
…
大
庾
嶺
、
越
城
嶺
、
騎
田
嶺
、
萌
渚
嶺
、
都
龐
嶺
の
総
称
。
江
西
、
湖
南
、

廣
東
、
廣
西
四
省
に
ま
た
が
り
、
長
江
と
沿
岸
部
の
珠
江
流
域
と
の
分
水
嶺
を

な
す
。　

○
南
直
隷
…
明
代
は
、
北
京
を
含
む
河
北
省
を
北
直
隷
と
し
、
南
京

を
含
む
江
蘇
省
・
安
徽
省
を
南
直
隷
と
し
た
。

　

第
二
節　

二
大
河
川
の
源

　

両
大
河
の
源
を
考
え
て
み
る
と
、
黄
河
は
崑
崙
の
北
か
ら
発
し
、
長
江
も
ま

た
崑
崙
の
南
か
ら
発
し
て
い
る
。
そ
の
遼
遠
さ
は
ま
た
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

北
に
あ
る
黄
河
の
源
は
星
宿
海
（
今
の
青
海
省
）
と
い
う
〔
仏
典
で
は
、「
徙

多
河
」
と
い
う
〕。
北
流
し
て
積
石
山
を
経
由
し
、
よ
う
や
く
東
に
折
れ
て
寧
夏

の
あ
た
り
に
入
り
、
や
が
て
河
套
と
な
る
。
さ
ら
に
南
に
流
れ
る
龍
門
大
河
と

な
っ
て
渭
水
と
合
流
す
る
。

　

南
に
あ
る
長
江
の
源
は
犁
牛
石
と
い
う
〔
仏
典
で
は
、「
殑
伽
河
」
と
い
う
〕。

南
流
し
て
雲
南
省
の
石
門
関
を
経
由
し
て
、
よ
う
や
く
東
に
折
れ
て
麗
江
あ
た

り
で
金
沙
江
と
名
前
を
変
え
る
。
ま
た
北
に
曲
が
っ
て
四
川
省
を
横
切
る
叙
州

の
大
江
と
な
り
、
珉
江
と
合
流
す
る
。

　

私
思
う
に
、珉
江
が
成
都
を
経
て
宜
賓
に
至
る
距
離
は
、一
千
里
に
及
ば
な
い
。

し
か
る
に
金
沙
江
が
麗
江
府
か
ら
雲
南
府
・
烏
蒙
府
を
経
て
叙
州
府
に
至
る
距

離
は
、
合
わ
せ
て
一
万
里
あ
ま
り
と
な
る
。
こ
れ
で
は
、
長
い
距
離
の
支
流
で

あ
る
金
沙
江
を
採
用
せ
ず
、
短
い
距
離
の
支
流
で
あ
る
珉
江
を
長
江
の
正
統
・
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本
流
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
や
り
か
た
で
は
、
長
江
の
淵
源

が
黄
河
と
は
異
な
っ
て
短
い
な
ど
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
説
の
非
な
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

黄
河
の
源
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
探
索
さ
れ
て
き
た
。
だ
か
ら
そ
の
遠
さ

と
い
う
も
の
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
長
江
の
源
は
こ
れ
ま
で
そ
れ
を
探
索
し
た

も
の
が
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
や
む
な
く
短
い
方
の
「
珉
江
」
を
本
流
と
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
長
江
に
合
流
す
る
珉
江
と
、
黄
河

に
合
流
す
る
渭
水
と
は
、
ど
ち
ら
も
中
国
で
は
支
流
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
珉

江
は
船
で
遡
れ
る
が
、
金
沙
江
は
、
異
民
族
の
居
住
地
・
渓
谷
に
棲
む
異
民
族

の
間
を
く
ね
く
ね
と
曲
が
っ
て
流
れ
て
お
り
、
水
上
か
ら
も
陸
上
か
ら
も
、
と

う
て
い
溯
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〔（
下
流
の
）
叙
州
府
の
も
の
た
ち
は
、
金
沙
江
が
馬
湖
府
や
烏
蒙
府
方
面
か
ら

来
て
い
る
の
は
分
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の
上
流
が
雲
南
府
や
麗
江
府
か
ら
来
て

い
る
の
は
知
ら
な
い
。
ま
た
（
上
流
の
）
雲
南
府
や
麗
江
府
の
も
の
た
ち
は
、

こ
の
川
が
金
沙
江
で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
が
、
下
流
の
叙
州
府
で
長
江

の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
な
い
。

　

雲
南
省
に
は
金
沙
江
と
い
う
川
が
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
南
流
し
て
の
ち

に
北
へ
転
ず
る
も
の
で
、
仏
典
で
言
う
ガ
ン
ジ
ス
川
で
あ
る
（
い
わ
ゆ
る
金
沙

江
）。
も
う
ひ
と
つ
は
南
流
し
て
海
に
入
る
も
の
（
明
代
は
「
大
金
沙
江
」
と
も

い
っ
た
、
イ
ラ
ワ
ジ
川
）。
正
統
年
間
に
王
靖
遠
が
麓
川
を
征
討
し
た
際
に
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
側
の
人
々
が
天
険
の
要
害
と
恃
ん
だ
の
が
こ
の
川
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
仏
典
で
言
う
信
度
河
で
あ
る
。
雲
南
地
域
を
記
し
た
志
書
類
は
、
ど
れ
も
こ

の
ふ
た
つ
の
金
沙
江
が
出
入
を
異
に
す
る
別
々
の
川
で
あ
る
こ
と
を
記
載
せ
ず
、

疑
わ
し
く
混
同
し
て
い
て
、
一
本
の
川
な
の
か
二
本
の
川
な
の
か
、
北
に
分
か

れ
る
の
か
南
に
分
か
れ
る
の
か
を
説
き
尽
く
し
て
い
な
い
。

　

こ
う
い
う
あ
り
さ
ま
で
は
ど
う
し
て
長
江
の
源
で
あ
る
か
否
か
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
い
や
で
き
る
は
ず
が
な
い
。〕

●
語
注

○
仏
典
…
本
節
で
、
仏
典
に
あ
る
河
川
な
ど
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は

現
実
の
河
川
な
ど
と
は
関
わ
り
が
な
い
。

　

第
三
節　

禹
貢
は
治
水
の
書
に
し
て
河
源
の
書
に
あ
ら
ず

　

ど
れ
が
遠
く
ど
れ
が
近
い
か
と
い
う
根
本
の
所
を
尽
く
さ
な
い
で
い
て
、
た

だ
「
禹
貢
」
に
「
岷
山
よ
り
江
を
導
く
（
岷
山
か
ら
長
江
［
嘉
陵
江
］
を
治
め
る
、

疏
水
さ
せ
る
）」
と
あ
る
を
見
て
、
結
果
長
江
の
江
源
を
こ
こ
に
帰
着
せ
し
め
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、「
禹
貢
」
説
に
従
う
人
々
は
、
禹
が
行
っ
た
「
導
」（
治
水
）
は
、

中
国
で
の
「
水
害
の
始
め
（
源
）」
を
治
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、「
河
川

本
体
の
水
源
」
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
い
。「
禹
貢
」

で
は
「
積
石
か
ら
黄
河
を
治
め
る
（
導
河
積
石
）」
と
い
う
が
、
黄
河
の
河
源
が

積
石
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
同
じ
よ
う
に
「
岷
山
か
ら
長
江
を
治
め
る
」

と
い
う
の
も
、
長
江
の
江
源
を
岷
山
だ
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
岷
江
は
長
江

に
流
入
す
る
が
、
そ
の
水
源
が
長
江
の
江
源
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、

渭
水
は
黄
河
に
流
入
す
る
が
、
そ
の
水
源
が
黄
河
の
河
源
で
は
な
い
の
と
同
様

で
あ
る
。

　

第
四
節　

大
渡
河
・
岷
江
・
金
沙
江

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
岷
江
の
南
部
で
合
流
す
る
大
渡
河
と
い
う
川
が
あ
る
。

西
方
の
青
蔵
高
原
か
ら
出
て
、
四
川
省
西
部
の
黎
州
雅
州
あ
た
り
を
経
由
し
て
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岷
江
に
合
流
す
る
。
長
江
と
の
合
流
地
点
は
、
金
沙
江
と
の
合
流
地
点
の
西
北

に
あ
た
る
。こ
の
大
渡
河
の
源
も
岷
江
よ
り
も
遠
い
が
、金
沙
江
に
は
及
ば
な
い
。

故
に
長
江
の
水
源
を
推
し
究
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
金
沙
江
を
第
一
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

第
五
節　

宋
儒
批
判　

そ
の
一
─
南
龍
岷
江
紀
源
説

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
宋
儒
は
言
う
、「
中
国
に
三
大
龍
脈
が
あ
る
。
そ
の
中

の
南
龍
の
脈
は
、（
こ
の
説
で
も
ま
た
）
岷
山
よ
り
は
じ
ま
り
、
長
江
の
南
岸
に

接
近
し
て
沿
い
、
下
っ
て
洞
庭
湖
畔
の
城
陵
・
鄱
陽
湖
畔
湖
口
を
渡
り
、
金
陵

に
至
る
」
と
。
こ
の
説
で
は
、
大
渡
河
と
金
沙
江
と
が
、
南
の
龍
脈
を
分
断
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
、
そ
の
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
い
。

●
語
注

○
宋
儒
…
朱
子
ら
「
気
」
を
物
質
と
捉
え
、
地
上
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の

た
ち
を
指
す
か
。
あ
る
い
は
蔡
元
定
な
ど
の
風
水
に
接
近
し
た
儒
者
や
、
風
水

書
で
あ
る
「
地
理
人
子
須
知
」
な
ど
の
著
述
を
指
す
か
。「
地
理
人
子
須
知
」
巻

一
に
は
、「
論
三
大
幹
龍
」
の
項
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
朱
子
曰
」
と
し
て
三
大

幹
龍
が
説
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
地
理
人
子
須
知
」
で
そ
の
後
に
展
開
す
る

三
大
幹
龍
の
実
際
の
箇
所
は
、
徐
霞
客
の
こ
こ
の
記
述
と
は
一
致
し
な
い
。

　

第
六
節　

宋
儒
批
判　

そ
の
二
─
長
江
と
南
龍
と
の
距
離

　

た
だ
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
、
城
陵
磯
と
湖
口
県
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ

洞
庭
湖
と
鄱
陽
湖
と
い
う
二
大
湖
沼
が
長
江
に
注
ぎ
入
る
口
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
が
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
洞
庭
湖
の
西
の
水
源
は
湘
江
で
、
貴
州
省
の

谷
芒
関
か
ら
発
し
て
流
れ
て
き
て
い
る
。南
の
水
源
は
湘
江
で
、広
西
の
釜
山（
海

陽
山
）
か
ら
発
し
て
流
れ
て
き
て
い
る
。
鄱
陽
湖
の
南
の
水
源
は
贛
江
で
、
広

東
の
浰
頭
山
と
平
遠
と
か
ら
発
し
て
流
れ
て
き
て
い
る
。
東
の
水
源
は
信
江
・

豊
水
で
、福
建
の
漁
梁
山・浙
江
の
仙
霞
嶺
か
ら
発
し
て
流
れ
て
き
て
い
る
。（
こ

の
よ
う
に
、
長
江
へ
南
か
ら
注
ぐ
河
川
群
が
お
お
う
水
域
は
相
当
な
広
さ
と
な

る
。
南
龍
の
脈
は
そ
の
水
域
の
南
を
通
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
）
南

龍
の
脈
が
曲
が
り
な
が
ら
流
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
長
江
の
南
岸
か
ら
三
千
里

ほ
ど
も
離
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。（
宋
儒
が
い
う
よ
う
な
）「
南
龍
は
長
江
に

接
近
し
て
沿
い
」
な
ど
と
、
ど
う
し
て
言
え
よ
う
か
、
い
や
そ
う
は
言
え
な
い
。

　

第
七
節　

宋
儒
批
判　

そ
の
三
─
三
大
龍
脈
説

　

た
だ
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
龍
脈
の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
、

長
江
の
淵
源
を
よ
く
理
解
で
き
な
い
の
だ
。（
そ
こ
で
）
い
ま
こ
こ
で
、
三
大
龍

脈
の
大
勢
を
詳
し
く
述
べ
よ
う
。

　

北
の
龍
脈
は
黄
河
の
北
側
で
中
国
全
体
を
支
え
、
南
の
龍
脈
は
長
江
の
南
側

に
あ
っ
て
中
国
全
体
を
抱
え
込
ん
で
い
る
。
そ
し
て
中
の
龍
脈
は
南
北
二
大
龍

脈
の
中
間
に
あ
っ
て
、
最
も
短
い
。
北
の
龍
脈
か
ら
は
、
南
へ
向
か
う
短
い
支

脈
が
あ
っ
て
中
国
へ
入
っ
て
い
る
。〔
こ
れ
ら
の
説
に
つ
い
て
は
、
別
に
解
説
文

を
書
い
て
あ
る
。〕
そ
の
中
で
南
の
龍
脈
だ
け
が
、
気
勢
が
盛
大
で
伸
展
し
、
中

国
全
体
の
半
ば
ま
で
達
し
て
い
る
。
そ
し
て
南
の
龍
脈
も
ま
た
（
長
江
と
同
様
）

崑
崙
山
か
ら
発
し
て
お
り
、
金
沙
江
と
並
行
し
て
南
下
し
、
石
門
関
・
麗
江
府

を
経
由
し
て
〔
東
側
に
金
沙
江
が
、
西
側
に
蘭
滄
江
が
流
れ
て
い
て
、
両
川
で

龍
脈
を
挟
ん
で
い
る
。〕
滇
池
の
南
を
め
ぐ
り
、
貴
州
の
普
定
あ
た
り
か
ら
貴
州

南
東
部
の
地
域
を
通
り
過
ぎ
て
、
中
国
南
部
を
横
断
す
る
五
嶺
へ
と
走
っ
て
い

る
の
だ
。

　

南
龍
は
遠
大
で
あ
り
、
長
江
も
ま
た
遠
大
で
あ
る
。
龍
脈
は
長
大
で
あ
り
、
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そ
の
淵
源
か
ら
の
距
離
も
ま
た
長
大
で
あ
る
。
こ
れ
が
長
江
が
黄
河
よ
り
も
大

で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

第
八
節　

南
龍
の
支
脈

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
南
の
龍
脈
は
五
嶺
か
ら
東
へ
福
建
の
漁
梁
山
に
走
り
、

そ
こ
か
ら
南
に
分
散
し
て
福
建
市
付
近
の
鼓
山
へ
至
る
。
東
へ
分
出
し
た
脈
は

天
台
山
・
雁
蕩
山
と
な
る
。
主
脈
は
北
に
転
じ
て
、
小
筸
嶺
〔
福
建
と
浙
江
と

の
境
界
〕
と
な
り
、（
西
北
に
）
伸
び
て
草
坪
駅
〔
江
西
と
浙
江
と
の
境
界
〕
を

通
過
し
、
聳
え
立
っ
て
は
、
浙
嶺
〔
徽
州
府
と
浙
江
と
の
境
界
〕・
黄
山
〔
徽
州

府
と
寧
国
府
と
の
境
界
〕
と
な
る
。
さ
ら
に
東
に
進
ん
で
叢
山
関
〔
績
溪
県
と

建
平
県
を
含
む
広
徳
州
と
境
界
〕
に
至
り
、
こ
こ
で
東
に
分
出
し
天
目
山
・
武

林
山
と
な
る
。
主
脈
は
北
に
伸
び
て
東
壩
の
堰
を
わ
た
り
、
さ
ら
に
そ
そ
り
立

っ
て
茅
山
と
な
る
。
か
く
し
て
龍
脈
は
向
き
を
変
え
て
南
京
で
結
実
す
る
。
し

か
し
そ
の
余
脈
は
さ
ら
に
東
に
伸
び
て
私
の
故
郷
で
あ
る
江
陰
ま
で
走
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

●
語
注

○
小
筸
嶺
…
徐
霞
客
の
「
江
右
遊
日
記
」
に
登
場
す
る
が
不
詳
。　

○
草
坪
驛

…
浙
江
衢
州
府
常
山
県
の
西
南
隅
。
隣
の
太
平
村
は
、
江
西
玉
山
県
。
徐
霞
客

は
「
江
右
遊
日
記
」
で
は
、
崇
禎
九
年
一
○
月
一
七
日
に
、
実
際
に
こ
こ
を
訪

れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
即
南
龍
北
度
之
脊
也
。
其
脈
南
自
江
山
縣
二
十
七
都
之

小
筸
嶺
、
西
轉
江
西
永
豐
東
界
、
迤
邐
至
此
。
南
北
倶
圓
峙
一
峯
。
而
度
處
伏

而
不
高
。
亦
束
而
不
闊
。（
南
か
ら
北
に
延
び
る
山
脈
の
背
で
あ
る
。
こ
の
山
脈

は
南
の
浙
江
・
江
山
県
の
二
十
七
都
の
小
筸
嶺
か
ら
発
し
、
西
に
進
ん
で
江
西
・

永
豊
県
の
東
側
を
通
り
、
く
ね
く
ね
と
曲
が
っ
て
こ
こ
に
至
る
。
背
の
南
と
北

に
は
、
円
い
峯
が
一
対
対
峙
し
て
い
る
が
、
越
え
る
背
の
部
分
は
低
く
な
っ
て

い
て
高
く
は
な
く
、ま
た
狭
ま
っ
て
い
て
幅
広
で
は
な
い
。）」と
描
写
し
て
い
る
。

　

○
浙
嶺
…
不
詳
。

　

第
九
節　

南
龍
と
長
江
の
優
位
性

　

す
な
わ
ち
、
わ
が
故
郷
の
江
陰
は
、
長
江
が
尽
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
ま
た
南
の
龍
脈
が
尽
き
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
だ
。
龍
脈
と
長
江
と
は

と
も
に
崑
崙
山
か
ら
発
し
、
と
も
に
私
の
故
郷
で
尽
き
、
こ
こ
で
高
く
聳
え
立

っ
て
海
か
ら
長
江
へ
入
る
入
口
の
守
り
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
か
く
し
て
南
京

を
建
立
し
、
留
都
を
守
護
す
る
も
の
と
し
た
。
永
遠
に
落
ち
る
こ
と
の
な
い
都

城
と
し
て
の
基
礎
が
こ
こ
に
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
長
江
の
あ
り
さ

ま
は
、
昔
は
流
れ
が
北
に
曲
が
っ
て
い
て
碣
石
に
注
い
で
い
た
の
が
、
今
や
流

れ
を
南
に
変
え
て
、淮
水
泗
水
に
主
流
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
、漫
然
と
流
れ
て「
守

り
」
の
用
を
な
し
て
い
な
い
と
い
う
黄
河
の
あ
り
さ
ま
と
同
列
で
論
じ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
か
。
い
や
よ
い
は
ず
が
な
い
（
長
江
と
黄
河
と
は
同
列
で
は
論
じ
ら

れ
な
い
差
が
つ
い
て
い
る
）。

　

こ
う
で
あ
れ
ば
、
長
江
が
黄
河
よ
り
も
「
大
」
で
あ
る
こ
と
は
、
た
だ
源
が

遠
く
に
あ
る
（
河
川
が
長
い
）
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
龍
脈
の
流
れ
や
交
わ

り
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

だ
か
ら
、
長
江
の
水
源
を
探
索
し
な
け
れ
ば
、
長
江
が
黄
河
よ
り
も
「
大
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
。
黄
河
と
あ
わ
せ
て
論
じ
な
け
れ
ば
、
長
江
の
水

源
が
遠
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
。
経
流
に
つ
い
て
談
論
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、
南
の
長
江
を
先
ず
扱
う
べ
き
で
あ
り
、
北
の
黄
河
そ
の
次
に
扱

う
べ
き
な
の
で
あ
る
。
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●
語
注

○
留
都
…
帝
都
が
移
転
し
た
後
に
も
、
旧
都
に
役
所
を
置
い
て
守
備
さ
せ
た
。

こ
れ
を
留
都
と
い
い
、
明
代
に
太
祖
が
南
京
を
首
都
と
し
、
成
祖
が
北
京
へ
遷

都
し
た
の
ち
の
南
京
を
留
都
と
し
た
。

（
三
）
跋
文

　

そ
の
一
─
馮
士
仁

　

徐
霞
客
が
た
ど
っ
た
道
の
り
は
天
下
を
あ
ま
ね
く
被
う
も
の
だ
。
崇
禎
九
年

の
夏
に
、
故
居
を
辞
し
て
遠
遊
の
旅
に
出
て
、
同
十
三
年
の
秋
に
至
っ
て
遥
か

西
域
の
地
か
ら
帰
還
し
た
。
彼
が
検
討
し
討
論
し
た
長
江
の
源
に
つ
い
て
は
、

自
ら
足
を
運
び
目
で
見
る
こ
と
を
通
し
て
交
互
に
考
察
し
た
も
の
で
、
ま
っ
た

く
桑
乾
の
「
水
経
」
と
酈
道
元
の
「
水
経
注
」
と
を
、
長
く
空
し
い
も
の
に
し

て
し
ま
う
も
の
だ
っ
た
。
私
が
県
令
を
つ
と
め
て
い
る
江
陰
県
は
長
江
の
末
端

に
あ
た
る
。
私
は
県
志
の
山
川
志
の
部
分
を
撰
述
し
て
い
て
そ
れ
が
完
成
し
た

と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
徐
霞
客
が
旅
か
ら
帰
っ
て
き
た
。（
そ
し
て
「
溯
江
紀
源
」

を
私
に
示
し
た
の
で
）
こ
れ
を
県
志
に
附
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

庠
生
で
あ
る
章
明
叙
と
顧
孫
綿
が
校
訂
に
あ
た
っ
た
。

●
語
注

○
庠
生
章
明
叙
顧
孫
綿
…
庠
生
は
、
郡
・
県
な
ど
の
地
方
の
学
校
の
学
生
。
章

明
叙
と
顧
孫
綿
は
、
嵩
底
本
の
編
纂
氏
名
に
「
纂
修
」
と
し
て
名
が
あ
が
っ
て

い
る
。「
溯
江
紀
源
」
を
含
む
、「
山
川
」
の
部
の
校
訂
を
こ
の
二
名
が
行
っ
た

と
い
う
記
録
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
二
─
陳
体
静

陳
体
静
が
言
う
、

　

こ
の
「
江
源
考
（
溯
江
紀
源
）」
は
原
本
は
已
に
失
わ
れ
て
い
る
。
い
ま
の
も

の
は
、
馮
士
仁
撰
の
本
邑
則
ち
江
陰
県
志
か
ら
転
写
し
た
も
の
で
、
全
文
で
は

な
い
。
先
人
の
銭
謙
益
は
「
其
の
書
数
万
言
」
と
言
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
伝

存
す
る
も
の
は
、
わ
ず
か
に
一
千
余
言
に
す
ぎ
な
い
。「
江
源
考
」
の
中
の
「
北

龍
亦
祇
南
向
半
支
入
中
国
」
に
徐
霞
客
自
身
が
注
を
つ
け
て
、「
俱
另
有
説
〔
こ

れ
ら
の
説
に
つ
い
て
は
、
別
に
解
説
文
を
書
い
て
あ
る
。〕」
と
し
て
い
る
。
そ

の
説
は
き
っ
と
と
て
も
長
い
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
律
に
削
除
し

て
し
ま
っ
て
い
る
。
全
く
残
念
な
こ
と
だ
、
と
。

●
語
注

○
陳
体
静
…
乾
隆
刊
本
の
徐
鎮
の
序
文
に
「
陳
君
體
静
再
訂
於
後
」
と
あ
り
、

ま
た
陳
泓
に
よ
る
「
書
手
鈔
霞
客
遊
記
後
」
と
、
同
「
諸
本
異
同
考
略
」
を
載

せ
る
。
こ
こ
に
い
う
陳
泓
＝
陳
体
静
が
、
こ
の
跋
文
の
撰
者
か
。
陳
体
静
の
、

現
存
の
「
溯
江
紀
源
」
は
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
、
彼
の
「
諸

本
異
同
考
略
」
の
「
刻
本
邑
馮
志
・
靖
邑
陳
志
、
有
小
引
」
と
い
う
記
述
に
も

見
え
、
新
訳
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
（P2704

）。
し
か
し
、
銭
謙
益
の
「
数
万

言
」
と
い
う
記
述
が
確
か
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
雲
南
滞

在
中
の
徐
霞
客
は
か
な
り
健
康
を
害
し
て
お
り
、
大
部
の
著
述
が
で
き
る
状
態

に
は
な
か
っ
た
。
請
わ
れ
て
撰
し
た
「
鶏
足
山
志
」
は
、
現
存
す
る
の
は
「
鶏

山
志
目
」
と
い
う
目
次
と
、
メ
モ
程
度
の
「
鶏
山
志
略
」
し
か
な
い
。
お
そ
ら

く
構
想
は
し
た
も
の
の
、
著
述
を
完
成
さ
せ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
徐
霞
客
の
江
源
に
関
わ
る
他
の
著
述
で
あ
る
「
盤
江
考
」
も
、
二
千
言

程
度
で
あ
る
。「
溯
江
紀
源
」
は
、
県
志
所
収
の
も
の
が
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
て
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い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
　
補
説
一
「
明
代
の
黄
河
河
道
に
つ
い
て
」（５
）

　

黄
河
は
、
現
在
は
、
開
封
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
北
東
へ
ま
が
り
、
河
北
の

平
野
部
を
流
れ
て
渤
海
湾
に
注
い
で
い
る
が
（
北
流
）、
こ
の
河
道
が
ほ
ぼ
確
定

し
た
の
は
、
い
ま
か
ら
わ
ず
か
百
五
十
年
ほ
ど
ま
え
の
清
末
で
あ
る
。
そ
れ
以

前
の
黄
河
の
河
道
は
、山
東
半
島
の
南
を
西
南
に
流
れ
、黄
海
に
注
い
で
い
た（
南

流
）。

　

黄
河
は
か
つ
て
は
北
流
だ
っ
た
。
文
献
で
流
路
が
推
測
で
き
る
の
は
、「
尚
書
」

禹
貢
な
ど
戦
国
時
代
の
作
と
思
わ
れ
る
も
の
だ
が
、
殷
墟
の
位
置
な
ど
か
ら
も
、

黄
河
は
古
来
北
流
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
黄
河
は
、
豊
か
な
水
と
土
壌
を
も

た
ら
す
恵
み
の
川
で
あ
り
、
か
つ
恐
ろ
し
い
破
壊
を
ま
ね
く
暴
虐
な
存
在
で
も

あ
っ
た
。
人
々
は
黄
河
を
河
神
と
し
て
祭
り
、
信
仰
の
対
象
と
も
し
た
。
長
江・

淮
河
・
済
水
と
あ
わ
せ
て
「
四
瀆
」
と
し
て
、
重
要
な
河
川
と
位
置
づ
け
る
考

え
も
、
漢
代
頃
の
成
立
か
と
思
わ
れ
る「
爾
雅
」に
既
に
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
、

「
中
国
を
代
表
す
る
大
河
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
周
・
漢
・
唐
な
ど
の
時
代
を
通
し

て
繰
り
返
し
再
現
さ
れ
、
多
く
の
詩
文
な
ど
に
も
読
ま
れ
て
再
生
産
さ
れ
て
い

っ
た
。

　

そ
の
後
唐
代
く
ら
い
ま
で
は
、
黄
河
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
が
、
北
宋
時

期
に
入
る
と
し
ば
し
ば
決
壊
し
、
洪
水
を
引
き
起
こ
し
、
迷
走
を
始
め
る
。
そ

し
て
、
北
宋
が
滅
亡
し
て
宋
室
が
南
渡
す
る
際
（
一
一
二
七
）、
宋
王
朝
側
は
金

軍
の
南
下
を
防
ぐ
た
め
に
、
黄
河
の
南
側
の
堤
防
を
人
為
的
に
決
壊
さ
せ
た
。

こ
こ
か
ら
本
格
的
な
南
流
が
始
ま
る
。
し
ば
ら
く
の
間
は
北
流
と
南
流
の
双
方

が
あ
っ
た
が
、
や
が
て
北
流
は
途
絶
し
、
淮
河
と
合
流
し
て
海
に
注
ぐ
南
流
の

み
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
河
道
は
安
定
せ
ず
、
ま
た
幾
筋
も
の
流
れ

が
並
存
し
て
も
い
た
。
こ
の
頃
の
実
際
の
黄
河
の
姿
は
、「
大
河
」
と
呼
び
う
る

も
の
で
は
な
く
、
長
江
と
肩
を
並
べ
る
レ
ベ
ル
に
は
無
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
唐
代
ま
で
に
形
成
さ
れ
定
着
し
て
い
た
「
大
河
黄
河
」
の
イ
メ

ー
ジ
は
消
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
南
宋
以
降
の
、
黄

河
の
実
際
の
姿
と
人
々
と
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
間
に
は
、
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
徐
霞
客
の
頃
の
黄
河
下
流
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
元
代
末
に
、
賈
魯
と

い
う
人
物
が
南
流
す
る
黄
河
の
河
道
を
安
定
さ
せ
る
一
大
治
水
事
業
に
取
り
組

む
。
彼
は
か
つ
て
の
卞
河
（
卞
渠
）
の
あ
と
を
利
用
し
た
。
卞
河
は
、「
南
北
の

水
運
を
繋
ぐ
交
通
幹
線
」（
青
山
定
雄
）
で
あ
り
、
長
江
沿
岸
と
黄
河
沿
岸
と

を
結
ぶ
も
の
で
あ
り
、
運
河
と
し
て
の
整
備
も
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
入
宋

僧
の
成
尋
は
、
浙
江
省
の
天
台
山
を
発
つ
と
、
淮
河
・
卞
河
を
通
っ
て
、
開
封

に
至
り
、
そ
の
後
五
台
山
に
向
か
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
北
宋
時
代
で
は
、
黄

河
か
ら
卞
河
を
経
て
、
淮
河
を
通
っ
て
長
江
へ
出
る
の
が
水
路
の
動
脈
と
し
て

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
元
代
の
賈
魯
は
こ
の
卞
河
の
旧
河
道
を
浚
い
、
南
流
す

る
黄
河
の
主
流
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
黄
河
は
や
や
安
定
し
た

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
元
代
以
降
、
清
末
に
至
る
間
の
黄
河
の
河
道
は
、
東
流

し
て
開
封
あ
た
り
へ
至
る
と
、
東
南
へ
向
か
っ
て
南
流
し
、
旧
卞
河
の
河
道
あ

た
り
を
流
れ
て
淮
河
に
合
流
し
、
海
に
注
ぐ
と
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
状
況
が
解
消
さ
れ
、
黄
河
が
北
流
し
、
し
か
も
長
江
と
並
ぶ
「
大
河
」

と
よ
び
う
る
大
き
な
流
れ
に
な
っ
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
清
末
、
十
九
世

紀
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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濱
川
栄
『
中
国
古
代
の
社
会
と
黄
河
』
よ
り

濱
川
栄
『
中
国
古
代
の
社
会
と
黄
河
』
よ
り
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四
　
補
説
二
　
王
士
性
「
地
脉
」
訳
注

　

徐
霞
客
に
先
立
つ
万
暦
年
間
に
、
客
観
的
で
大
部
な
地
理
的
著
述
を
残
し
た

も
の
に
王
士
性
と
い
う
人
物
が
い
る
。
字
は
恒
叔
、
号
は
元
白
道
人
、
浙
江
臨

海
の
人
。
嘉
靖
二
十
六
年
（
一
五
四
七
）
～
万
暦
二
十
六
年
（
一
五
九
八
）。
万

暦
五
年
（
一
五
七
七
）
の
進
士
。
性　

遊
歴
を
好
み
、
五
岳
を
は
じ
め
と
す
る

名
山
を
経
巡
っ
て
「
五
岳
游
草
」
を
著
述
し
た
。
晩
年
に
は
遊
歴
し
た
土
地
に

つ
い
て
考
察
を
め
ぐ
ら
し
、「
広
游
志
」「
広
志
繹
」
と
い
う
地
理
に
関
す
る
論

文
集
を
も
の
し
た
。
そ
の
論
文
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
地
脉
」
と
題
す
る
一
文
は
、

大
河
と
龍
脈
を
論
ず
る
点
で
、「
溯
江
紀
源
」
と
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で

こ
こ
で
訳
出
し
て
、
補
説
と
す
る
。

　
「
地
脉
」
を
含
む
、
王
士
性
の
「
雑
志
」
は
、「
五
岳
游
草
」
に
巻
十
一
・
十

二
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、「
広
志
繹
」
の
末
尾
に
附
載
さ
れ
て
い
る

も
の
と
の
二
種
類
が
あ
る
。「
五
岳
游
草
」
は
、
筑
波
大
学
図
書
館
に
万
暦
十
九

年
（
一
五
九
一
）
自
序
・
同
二
十
一
年
（
一
五
九
三
）
屠
隆
序
の
あ
る
鈔
本
が

あ
る
が
、
刊
本
と
し
て
は
康
煕
三
十
一
年
（
一
六
九
二
）
の
序
文
の
あ
る
馮
甦

重
刻
本
が
あ
る
（「
四
庫
全
書
存
目
叢
書
」
所
収
）。「
広
志
繹
」
は
康
熙
十
五
年

（
一
六
七
六
）
刊
行
が
あ
る
（
同
じ
く
「
四
庫
全
書
存
目
叢
書
」
所
収
）。

　

こ
こ
で
は
、「
広
志
繹
」
所
収
の
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し
、
馮
重
刻
「
五
岳
游

草
」
所
収
の
も
の
（
馮
刻
本
）
を
参
照
し
て
テ
キ
ス
ト
を
確
定
し
、
訳
出
し
た
。

紙
幅
の
関
係
で
、
校
勘
記
と
注
は
省
略
し
、
口
語
訳
の
み
と
し
た
。

王
士
性
「
地
脉
」
訳
注

（
一
）
は
じ
め
に
─
問
題
提
起

　

昔
か
ら
雍
冀
河
洛
の
地
を
中
国
と
し
、
楚
呉
越
を
夷
狄
の
地
と
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
今
や
名
士
や
文
人
た
ち
は
、
逆
に
東
南
地
域
が
盛
ん
で
あ
る
と
さ
れ
、

黄
河
流
域
の
地
が
や
や
見
劣
り
が
し
て
い
る
、
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

あ
る
人
が
い
っ
た
、
そ
れ
は
天
の
運
行
も
循
環
す
る
よ
う
に
、
地
脉
も
移
動

す
る
。
あ
れ
と
こ
れ
と
が
栄
え
た
り
衰
え
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
わ
り
だ
、
と
。

私
も
こ
れ
は
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
と
思
う
。
で
は
天
地
な
ど
が
栄
え
た
り
衰
え

た
り
す
る
と
い
う
こ
と
の
わ
け
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
こ
の
こ
と
を
知
る

こ
と
を
究
め
て
み
よ
う
。

（
二
）
三
大
龍
脈
と
支
脈
の
あ
ら
ま
し

　

昔
か
ら
、
風
水
を
唱
え
る
も
の
は
み
な
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
天
下
の
山
川
は
、
崑
崙
山
か
ら
起
こ
り
、
三
つ
の
龍
に
分
か
れ
て
中
国
に
入
る
」

と
。

　

彼
ら
は
三
龍
の
こ
と
は
言
っ
て
い
る
が
、
そ
の
盛
衰
の
こ
と
わ
り
に
つ
い
て

は
述
べ
て
い
な
い
。
思
う
に
龍
神
の
進
行
は
、
水
に
よ
っ
て
断
た
れ
る
。
し
か

し
深
山
大
谷
に
つ
い
て
あ
ま
ね
く
歩
い
て
調
べ
て
ま
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
水
脈
を
調
査
す
る
こ
と
で
山
脈
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
崑
崙
山

は
大
地
の
中
心
に
あ
り
、
そ
の
四
方
の
山
麓
は
そ
れ
ぞ
れ
中
国
僻
外
の
地
に
あ

た
る
。
そ
こ
か
ら
中
国
へ
入
っ
て
く
る
の
は
、
東
南
に
延
び
た
一
支
脈
で
あ
る
。

　

そ
の
支
脈
は
、
塞
外
の
段
階
で
さ
ら
に
三
つ
の
支
脈
に
分
か
れ
る
。

　

北
の
支
脈
は
夷
狄
の
地
の
陰
山
・
賀
蘭
（
陝
西
）
を
め
ぐ
っ
て
、
中
国
の
山

西
に
入
り
、
太
行
山
脈
と
な
っ
て
数
千
里
に
わ
た
り
、
毉
巫
問
山
（
山
東
遼
東
）

と
な
り
、
遼
東
へ
進
ん
で
止
ま
る
。
こ
れ
が
北
龍
で
あ
る
。
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真
ん
中
の
支
脈
は
西
蕃
の
地
を
め
ぐ
っ
て
、
中
国
に
入
っ
て
か
ら
は
岷
山
に

向
か
い
、
岷
江
に
沿
っ
て
そ
の
左
右
（
北
南
）
を
挟
み
な
が
ら
進
む
。
岷
江
の

右
（
南
）
側
に
出
る
も
の
は
、
叙
州
を
め
ぐ
っ
て
止
ま
る
。
岷
江
の
左
（
北
）

側
に
出
る
も
の
は
、北
へ
進
ん
で
関
中
に
向
か
う
。そ
の
支
脈
は
大
散
関
を
通
り
、

渭
水
と
漢
水
の
間
を
進
む
。
両
川
の
間
か
ら
出
る
と
終
南
山
・
西
岳
華
山
と
な

り
、
秦
山
へ
と
下
り
な
が
ら
中
岳
嵩
山
を
起
こ
し
、
右
（
南
）
へ
荊
山
の
方
へ

転
じ
て
淮
河
を
抱
き
、
左
（
北
）
へ
と
平
野
部
へ
と
下
る
こ
と
が
千
里
、
泰
山

を
起
こ
し
て
か
ら
海
に
入
る
。
こ
れ
が
中
龍
で
あ
る
。

　

南
の
支
脈
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
西
か
ら
出
て
、
麗
江
を
下
り
、
雲
南
に
向
か
い
、

霑
益
・
貴
竹
・
關
嶺
を
め
ぐ
っ
て
東
に
進
ん
で
沅
陵
へ
と
進
む
。
そ
こ
か
ら
一

支
脈
が
分
か
れ
て
、
武
岡
山
を
経
由
し
て
湘
江
に
出
て
、
西
に
進
ん
で
武
陵
の

地
に
至
っ
て
止
ま
る
。
ま
た
一
支
脈
が
分
か
れ
て
、
桂
林
・
海
陽
山
を
経
由
し

て
九
嶷
山
・
南
岳
衡
山
を
過
ぎ
、
湘
江
に
出
て
、
東
に
進
ん
で
廬
山
に
向
か
っ

て
そ
こ
で
止
ま
る
。
ま
た
一
支
脈
が
分
か
れ
て
、
庾
嶺
を
過
ぎ
、
草
坪
を
通
り

過
ぎ
て
黄
山
・
天
目
山
・
三
呉
山
に
至
っ
て
止
ま
る
。
庾
嶺
を
過
ぎ
る
者
は
、

そ
こ
で
ま
た
仙
霞
関
へ
向
か
う
支
脈
が
分
か
れ
、
福
建
に
至
っ
て
止
ま
る
。
そ

れ
は
衢
州
で
ま
た
支
脈
が
分
か
れ
て
大
盤
山
と
な
り
、
右
（
南
）
へ
括
蒼
山
へ

と
下
り
、
左
（
北
）
に
進
ん
で
天
台
山・四
明
山
と
な
り
、
海
を
渡
っ
て
止
ま
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
南
龍
で
あ
る
。

　

宋
儒
た
ち
は
こ
う
い
う
、「
南
龍
と
中
龍
と
は
ど
ち
ら
も
岷
山
か
ら
発
し
て
、

長
江
に
沿
っ
て
二
つ
に
分
か
れ
る
」
と
。
思
う
に
宋
代
は
四
川
の
大
渡
河
を
防

衛
線
と
し
て
お
り
、
雲
南
の
地
は
放
棄
し
て
い
た
。
だ
か
ら
当
時
の
士
大
夫
で
、

四
川
よ
り
奥
に
入
っ
た
も
の
は
い
な
か
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
も
の
が
よ
く
分
か

ら
ず
、
憶
測
し
て
忖
度
し
た
の
だ
ろ
う
。
今
や
金
沙
江
の
源
が
チ
ベ
ッ
ト
の
犁

牛
河
よ
り
出
て
お
り
、
雲
南
に
入
っ
て
諸
川
を
下
っ
て
い
る
（
の
が
分
か
っ
て

い
る
）。
つ
ま
り
す
で
に
塞
外
の
地
に
お
い
て
脈
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ

れ
は
岷
山
よ
り
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
南
龍
は
岷
山
か
ら
起
こ
っ
た
の

で
は
な
い
の
だ
。

（
三
）
龍
脈
と
王
気
の
変
遷

　

古
今
、
王
気
は
、
中
龍
が
最
初
に
発
し
て
、
最
も
盛
ん
で
あ
っ
て
長
期
に
わ

た
っ
た
。
北
龍
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
南
龍
は
初
め
の
方
は
発
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

宋
が
南
渡
し
て
か
ら
発
し
始
め
た
。
そ
し
て
長
く
続
き
、
と
き
ど
き
途
切
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
。
あ
と
か
ら
新
し
く
発
す
る
も
の
は
、
当
然
盛
ん
に
な
っ
て
い

く
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
何
に
よ
っ
て
そ
う
で
あ
る
の
が
分
か
る
か
。

　

天
地
が
開
闢
し
て
か
ら
、伏
羲
は
陳
に
都
を
定
め
、少
昊
は
曲
阜
に
都
を
定
め
、

顓
頊
は
牧
野
に
都
を
定
め
た
。周
は
后
稷
以
来
、岐
山
の
麓
の
豐
と
鎬
に
起
こ
り
、

周
公
・
孔
子
と
い
っ
た
聖
人
・
賢
人
を
生
ん
だ
。
秦
も
ま
た
関
中
の
咸
陽
に
都

を
定
め
、
漢
も
ま
た
こ
の
地
の
長
安
に
都
を
定
め
、
唐
も
ま
た
同
じ
く
長
安
に

都
を
定
め
た
。（
北
）
宋
も
ま
た
。
黄
河
中
流
域
の
汴
京
に
都
を
定
め
た
。
だ
か

ら
い
う
の
だ
「
中
龍
が
先
ず
盛
ん
で
あ
っ
て
長
き
に
わ
た
っ
た
」
と
。

　

五
帝
の
は
じ
め
で
あ
る
黄
帝
は
涿
鹿
の
地
か
ら
身
を
起
こ
し
、
堯
は
平
陽
に

都
を
定
め
、
舜
は
蒲
坂
に
都
を
定
め
、
禹
は
安
邑
に
都
を
定
め
た
。
そ
の
後
の

時
代
は
、
北
辺
の
塞
外
の
地
で
王
気
が
発
し
た
。
玁
狁
・
冒
頓
・
突
厥
は
夷
狄

の
王
と
し
て
栄
え
、
さ
ら
に
後
の
時
代
に
は
、
遼
と
金
、
ま
た
元
に
至
る
ま
で
、

中
国
の
地
に
お
い
て
主
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
い
う
の
だ
「
北
龍
が
こ
れ
（
中
龍
）

に
次
ぐ
」
と
。

　

南
方
は
、
呉
の
太
伯
や
越
の
時
代
は
、
ま
だ
「
髪
は
ざ
ん
ば
ら
、
身
に
は
入

れ
墨
」
の
野
蛮
な
地
で
あ
っ
た
。
楚
国
で
は
、
春
秋
時
代
に
な
っ
て
も
な
お
夷

狄
の
服
装
を
し
て
い
た
。
や
が
て
、
三
国
の
呉
・
東
晋
・
南
朝
諸
国
は
、
す
べ
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て
建
康
（
南
京
）
に
王
朝
を
建
て
た
が
、
中
国
全
体
か
ら
見
れ
ば
片
隅
に
偏
っ

て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
百
年
に
わ
た
っ
て
存
続
で
き
た
主
人
も
い
な
か
っ

た
。
宋
の
高
宗
が
南
渡
す
る
に
至
っ
て
、
百
年
あ
ま
り
王
朝
が
続
い
た
。
我
が

太
祖
様
は
や
っ
と
天
下
を
統
一
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
「
南
龍
の
王

気
が
ち
ょ
う
ど
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
の
だ
。

　

あ
る
人
が
言
う
、「
雲
南
・
貴
州
・
広
東
・
広
西
は
す
べ
て
南
龍
で
あ
る
。
し

か
し
、
南
龍
の
東
南
地
域
だ
け
で
王
気
が
盛
ん
で
、
雲
南
な
ど
の
西
南
地
域
が

で
は
王
気
が
盛
ん
で
な
い
の
は
は
な
ぜ
か
」
と
。

　

答
え
て
言
う
、「
雲
南
・
貴
州
・
広
東
・
広
西
は
す
べ
て
龍
脈
が
通
過
し
て
い

る
土
地
で
あ
る
。
以
前
に
記
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
南
龍
に
は
五
つ
の
支
脈
が
あ

っ
て
、
一
支
は
武
陵
・
荊
南
で
止
ま
り
、
一
支
は
廬
山
で
止
ま
り
、
一
支
は
天

目
山
・
三
呉
山
で
止
ま
り
、
一
支
は
浙
江
で
止
ま
り
、
一
支
は
福
建
で
止
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
支
脈
は
い
ず
れ
も
江
河
潮
海
に
遭
遇
し
た
と
こ
ろ
で
止
ま

り
、
前
に
進
め
な
く
な
っ
た
の
で
、
必
ず
そ
の
場
所
で
王
気
が
吹
き
出
し
踊
り

あ
が
っ
て
い
て
、
す
ぐ
に
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
い
ま
東
南
の

地
で
王
気
が
盛
ん
な
の
は
こ
う
言
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

し
か
し
東
南
の
地
は
王
気
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
が
久
し
く
、
そ
の
勢
い
は
や

が
て
雲
南
・
貴
州
・
百
粤
と
い
っ
た
西
南
の
地
域
に
転
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
樹
木
の
花
が
咲
く
の
は
、
必
ず
木
の
梢
か

ら
は
じ
ま
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
樹
木
の
本
体
が
盛
ん
で
あ
っ
て
、
花
を
咲
か

せ
る
気
が
尽
き
て
い
な
い
場
合
、
や
が
て
太
い
幹
の
方
に
気
が
転
じ
て
き
て
、

横
溢
し
て
つ
ぼ
み
を
な
す
。
薇
や
桂
な
ど
の
花
は
み
な
こ
う
で
あ
る
。
山
川
の

気
は
、
ど
う
し
て
花
木
と
異
な
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
同
じ
だ
ろ
う
。

　

だ
か
ら
中
龍
は
先
ず
脈
の
梢
の
陳
や
曲
阜
で
盛
ん
に
な
っ
て
、
の
ち
に
幹
の

関
中
に
転
じ
た
。
北
龍
は
先
ず
梢
の
涿
鹿
や
晋
陽
で
盛
ん
に
な
っ
て
、
の
ち
に

幹
に
あ
た
る
塞
外
の
地
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
今
は
南
龍
は
梢
で
あ
る
呉
・
楚
・

閩
・
越
で
盛
ん
で
あ
る
が
、
後
日
幹
で
あ
る
百
粤
や
夷
狄
の
地
に
転
じ
な
い
こ

と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
い
や
き
っ
と
転
じ
る
だ
ろ
う
」
と
。

　

あ
る
人
が
い
う
「
斉
魯
も
中
龍
の
末
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
地
で
は
、
周
公

と
孔
子
の
後
に
、
聖
人
や
王
者
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
先
輩
の
中
に
優

れ
た
士
人
が
多
く
集
ま
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
（
そ
の
た
め
に
よ
い
気
が
尽
き
て
、

聖
人
が
輩
出
で
き
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
）。

　

答
え
て
い
う
、「
そ
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
黄
河
が
地
脉
を
流
断
し

た
が
た
め
で
も
あ
る
。
黄
河
の
流
れ
は
、
周
・
秦
・
漢
の
時
は
、
す
べ
て
河
間

を
通
っ
て
海
に
入
っ
て
い
た
。
河
間
と
は
、
禹
が
開
い
た
九
河
の
間
で
あ
る
。

だ
か
ら
斉
魯
の
地
は
中
龍
の
上
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
隋
の
煬
帝
は
江
都
に
行

幸
し
、
黄
河
を
汴
水
に
引
き
入
れ
た
。
こ
れ
以
後
、
黄
河
の
水
路
は
淮
水
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
斉
魯
の
地
脈
の
流
れ
が
隔
絶
さ
れ
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
泰
山
が
海
東
の
地
で
塞
護
し
て
い
た
た
め
、

王
気
が
絶
え
て
し
ま
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
斉
魯
の
地
よ
り
、
列
侯
・

将
相
・
英
賢
は
盛
ん
に
輩
出
し
た
の
だ
が
、
聖
王
は
遂
に
興
こ
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
思
う
に
こ
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
」
と
。

　
「
そ
う
で
あ
れ
ば
、
我
が
皇
朝
の
王
気
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
」
と
。

　

答
え
て
い
う
、「
す
べ
て
前
代
の
比
す
べ
き
も
の
は
な
い
。
前
代
の
龍
気
は
各

王
に
一
支
脈
が
対
応
し
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
我
が
皇
朝
に
あ

っ
て
は
、
鳳
陽
府
泗
州
の
煕
祖
・
仁
祖
を
祭
っ
た
陵
墓
は
、
霊
妙
な
王
気
が
中

龍
の
流
れ
に
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
更
に
留
都
で
あ
る
南
京
も
王
業
が
、

南
龍
の
下
流
に
結
実
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。今
の
都
で
あ
る
北
京（
原
文「
長
安
」）

の
宮
闕
や
陵
寝
も
、
北
龍
が
進
ん
で
い
く
先
払
い
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
我
が
王
朝
は
三
大
龍
脈
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
ど
う
し
て
一
万
年
に
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及
ぶ
命
脈
を
保
た
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
い
や
き
っ
と
命
脈
を
保
ち
続
け
る

だ
ろ
う
」
と
。

　

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
は
「
送
徐
山
人
序
」
に
お
い
て
言
及
し
て
い

た
が
、
詳
し
く
は
論
じ
て
い
な
か
っ
た
（
そ
こ
で
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
詳
述
す

る
。）注（

１
）
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
口
語
訳
と
簡
単
な
注
と
し
た
。
詳
細
な
訳
注
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
２
）
徐
霞
客
遊
記
の
刊
本
に
附
載
。
稿
者
に
よ
る
訳
注
が
あ
る
。「
徐
霞
客
遊
記
訳

注
稿　

資
料
篇
（
一
）：─
─
陳
函
輝
『
霞
客
先
生
墓
志
銘
』」『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教

育
学
部
）』（
六
三
巻
二
号
、
二
○
一
四
）。

（
３
）
徐
霞
客
遊
記
の
刊
本
に
附
載
。

（
４
）「
墓
志
銘
」
や
後
述
す
る
馮
士
仁
の
序
文
に
よ
れ
ば
、「
溯
江
紀
源
」
は
陳
函
輝

本
人
が
県
令
を
つ
と
め
て
い
た
靖
江
県
の
県
志
と
、
友
人
の
李
令
皙
が
県
令
を
つ

と
め
て
い
た
江
陰
県
の
県
志
に
刻
入
さ
れ
た
、
と
い
う
。
陳
函
輝
刊
行
の
明
刊「
靖

江
県
志
」
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
日
本
で
の
所
在
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、「
江

陰
県
志
」
の
方
は
、「〔
崇
禎
〕
江
陰
県
志
」
が
、
美
國
哈
佛
大
學
哈
佛
燕
京
圖
書

館
藏
中
文
善
本
彙
刊
に
入
っ
て
い
る
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
等
蔵
）。

（
５
）
こ
の
節
は
、
主
に
、
濱
川
栄
『
中
国
古
代
の
社
会
と
黄
河
』（
二
○
○
九
年
、

早
稲
田
大
学
出
版
社
）「
第
二
章　

黄
河
変
遷
史
概
観
」「
第
一
節　

黄
河
変
遷
史

通
観
」
に
よ
る
。
卞
河
に
つ
い
て
は
、
青
山
定
雄
『
唐
宋
時
代
の
交
通
と
地
志
地

図
の
研
究
』（
一
九
六
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）「
第
一
篇　

唐
宋
時
代
の
交
通
」「
第

六　

唐
宋
の
卞
河
」
に
よ
る
。

�

（
二
〇
一
六
年
三
月
三
十
日
提
出
）

�

（
二
〇
一
六
年
五
月
十
日
受
理
）


